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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜患者様情報＞

・我満　奈津紀様：生活訓練を希望されており、3月より青山荘への通所を希望。青山荘、青明舎へ情報提供している。
＜新患情報＞

・1/19　砂場　マサ様（88）　千葉Ｄｒ　10：30

　　　　H25年頃よりもの忘れ出現しさくら病院受診し、アルツハイマー型認知症と診断受け薬物治療開始。H26年4月28日、田子町にある特別養護老人ホーム「みろく苑」へ入所。H26年12月頃より、怒りっぽさ・介護に対し拒否的な態度が出現。徐々に食事拒否、食事を促すと暴言・暴力等出現。H27年1月に入り、経口摂取困難な状態が続きかかりつけ医（田子診療所）にて点滴療法を行っていた。ベッド柵を投げつける等の行動も出現し施設での対応が困難な状態になりつつある事からかかりつけ医より精神科受診勧められ当院受診予定となっている。

　　　　福島　鈴花（ふくしま　りんか）様（15）　川端Ｄｒ　11：30来院　12：00診察

　　　　三条中学校卒業後は仙台育英通信へ進学し現在1年生。1年半程前苛々、不眠、自傷行為がありさくら病院へ2度通院。詳細・病名は不明だが、眠剤処方となり症状は比較的安定した為、通院中断。現在上記症状に加え幻聴のような症状や自室に篭っている事が多く、人に見られている感じがすると外へは出られず、現在学校も休学中である。上記状態から当院受診予定となっている。
・1/20　岩崎　トモ子様（72）　伊藤Ｄｒ　

H11年頃、酩酊状態で意識障害を起こし、コルサコフ症候群疑いにて八戸市立市民病院[精神科]ヘ入院。同院退院後は外来通院継続。H26年春頃より認知機能の低下が顕著となり、脳血管性認知症と診断あり。H26年8月頃より徐々に認知機能低下。夜中に息子の家を訪ねて、玄関のドアを叩く・叫び続ける支離滅裂な言動等の行為が出現。H26年10月頃には「知らない人が家に入ってきて物を盗んでいった」と訴え、自宅の鍵を変更する事もあった。断酒継続していたが、H26.12.8より隠れ飲酒が見られ、もの忘れの進行や作話や物盗られ妄想等の症状が出現。本人の単身生活継続が困難となり、家族がかかりつけ医である八戸市立市民病院へ相談。入院治療を経て施設入所を勧められ、H27.1.20当院へ転院・入院予定となっている。
　　　　

・1/21　野田頭　結子様（18）　川端Ｄｒ　11：30来院　12：00診察

　　　　現在三沢高等学校3年生。本人の証言によると小学生の時と高校1年生の時にリストカットをした事があるとの事。高校2年の夏頃に胃痛を訴え三沢市にある胃腸科を受診。胃カメラ検査行うも異常所見は無く、胃薬が処方となる。1ヶ月程前より胃痛に加え首の痛みや気分の落ち込みや突然ボロボロ泣き始める、起き上がれない、倦怠感等の訴えが持続。首の痛みに関しては整形外科を受診したが異常所見は無かった。夜間毎日では無いが1時間置きに中途覚醒がある、入眠困難があるとの事で起床困難がある事もあるとの事。H27.4月より東京大学（臨床心理士の学校）へ進学予定となっているが、上記状態が続いている事から進学前に専門病院の受診を検討し、当院へ受診相談に至る。

